
キーワード
　対象時代　江戸時代中期（元禄年間初期ころ）
　対象地域　群馬県前橋市
　研究対象　近世城郭絵図

―― 要 旨 ――

　本稿は、龍海院「前橋城絵図」の城郭全体・各曲輪（廓）部分の画像を掲載し、併せて藩士名・屋敷地面積・各曲輪入口

の城門などについての文字情報等を翻刻し、当該絵図の史料的価値をより明らかにするとともに、前橋城や前橋藩政な

どの研究の一助にすることを目的とする。

　当該絵図は、昭和42年（1967）に酒井家末裔の酒井忠正氏から龍海院へ寄贈された絵図数点のうちの１点であり、平

成11年（1999）当館に寄託されたものである。また、作成年代については、諸点から近世前橋藩、酒井氏藩政時代の元

禄年間初期かそれ以前の作成と考えられる。

　絵図には、本丸三階櫓を初めとする各櫓、城門、塀、橋、藩士屋敷割り、利根川・広瀬川・風呂川、城下への用水口、

などが詳細に描かれている。また、全面に彩色が施され、小路（雌黄色）、土居（緑青色）、堀・川（藍蝋色）、屋敷境（墨筋黒色）

などと色分けされている。

　今後の課題としては、他の前橋城絵図との比較・検証、これまでの前橋城発掘による考古学的成果との総合的な検証

などがあげられる。

はじめに

１．龍海院「前橋城絵図」の伝来と作成年代について

２．龍海院「前橋城絵図」の記載内容について

　（１）本丸・三階櫓（天守）、二の丸　（２）三の丸

　（３）高浜曲輪　（４）厩曲輪・鼠曲輪

　（５）下条曲輪

　（６）高浜曲輪北側の酒井淡路屋敷・御前栽場

　（７）三の丸北側の小曲輪　（８）土居曲輪

　（９）水曲輪（加内曲輪）　（10）嶋田曲輪、伯耆曲輪

　（11）嶋田曲輪北側堀と広瀬川間、凡例・龍海院

結びにかえて

龍海院「前橋城絵図」の記載情報について

関 口 荘 右１）・黒 澤 照 弘２）

１）群馬県立文書館古文書係・２）群馬県教育委員会文化財保護課
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はじめに
　前橋市紅雲町・龍海院所蔵文書「前橋城絵図」（Ｐ
9902　№１）１）とは、平成 11 年（1999）４月 15 日に、
県立文書館職員２名が、曹洞宗大珠山是字龍海院（当時
過外一雄住職）で調査、当館へ搬入し、その後同寺院か
ら寄託された絵図である（年次不詳）。当時は、この絵
図に続き龍海院所蔵の他の文書類についても、檀徒総代
等に相談の上寄託される予定であったが、現在当館に寄
託されている文書は、この「前橋城絵図」１点のみである。
　龍海院は、近世前半期に上野国前橋藩主であった酒井
家の菩提寺である。初代藩主酒井重忠の前橋転封に伴
い、川越から移された。当初、寺は現在の前橋市岩神町
付近にあったが、元禄期に現在地へ移されたという（同
寺伝承）。当該絵図は、点検後に破損の恐れから「マイ
クロ閲覧」で公開されてきた。その後、平成 24 年 11 月、
当館の開館 30 周年記念特別展（原寸大写真パネル）と
２日間の実物展示会（原本）の際に公開した。
　この龍海院「前橋城絵図」についての論稿は、『前橋
市史　第二巻』２）、『前橋市史　第三巻』３）、「文書館だ
より　第 50 号」の表紙解説（筆者執筆）４）などがある。
しかし、当該絵図の詳細部分（撮影画像）と記載情報（藩
士名・屋敷地面積、櫓・門・塀などの建造物など）につ
いて、同時に掲載し、詳述した論稿は見当たらない。よっ
て、本稿では、龍海院「前橋城絵図」の城郭全体・各曲
輪（廓）部分の画像を掲載し、併せて藩士名・屋敷地面
積・各曲輪入口の城門などについての文字情報等を翻刻
し、当該絵図の史料的価値をより明らかにするとともに、
前橋城や前橋藩政などの研究の一助にしたいと考える。

１．龍海院「前橋城絵図」の伝来と作成年代について
　この絵図の伝来について、「龍海院所蔵文書等調査報
告」５）によると、当該絵図は、昭和 42 年（1967）に
酒井家末裔の酒井忠正氏（東京都在住）から龍海院へ寄
贈された絵図数点のうちの１点である。その後、昭和
50 年の同寺屋根修復工事に際し、損傷の恐れからか当
該絵図を除き全ての絵図が前橋市に寄贈（売却）され、
前橋市立図書館に収蔵された。６）さらに、前記のような
経緯で平成 11 年４月に当館が調査・収集したものであ
る。
　当館搬入時の当該絵図の状態については、縦 204㎝
×横 198㎝で、絵図全体の状態は良いが、白壁の上か
ら緑色の顔料を塗った部分が破損し、「放置しておくと
今後破損の恐れがある」と指摘している。現在も同様の
状態である。
　絵図の作成年代については、記載がなく不明である。
しかし、①絵図記載の藩士名から、５代藩主忠挙の代（天
和元年（1681）～宝永４年（1707））と推定されるこ
と、②絵図に描かれている龍海院が、元禄年間に城北側

の岩神から城南側の現在地に移転したとされること、③
城の縄張り・形状（本丸・二の丸等の形状や高浜曲輪が
利根川によって浸食されていないこと）、④利根川の流
路（本丸西側の川原のふくらみ）７）、⑤元禄４年（1691）
城内創設の藩校好古堂が描かれてないこと８）などから、
天和元年から元禄４年の間の作成と推定される。

２．龍海院「前橋城絵図」の記載内容について
　当該絵図には、本丸三階櫓を初めとする各櫓、城門（入
口）、塀（長さ）、橋、藩士屋敷割り（藩士名・屋敷面積）、
利根川・広瀬川・風呂川、城下への用水口、などが詳細
に描かれている。また、全面に彩色が施され、小路は雌
黄色、土居（土塁）は緑青色、堀・川は藍蝋色、屋敷境
は黒色（墨筋）などで描かれている。緑青色の土塁上に
数多の白壁の櫓・塀などが描かれた姿は、“ 関東の華 ”
と呼ばれるのにふさわしい城であったといえよう。以下、
各曲輪ごとに描写情報の概略を記すが、各曲輪の画像と
文字情報の翻刻については、本文の後にまとめて記載す
ることとする。
　（１）本丸・三階櫓（天守）、二の丸（〔絵図１・２・３〕）
　本丸は、城郭の西端、西側が利根川に面している。南
端に三階櫓（天守）が築かれ、その屋根は瓦葺き、台は
石垣である。西側に３基の隅櫓（台は石垣）がある。周
囲は、白壁の塀が築かれ廻らされている。
　本丸をコの字で囲むように二の丸がある。南・北側は
水堀で本丸と隔てられているが、東側の南北に細長い区
域は、白壁の塀で本丸と隔てられているのみである。南
面東寄りに二の門（二の丸門）があり、南西に隅櫓が１
基ある。
　（２）三の丸（〔絵図４〕）
　三の丸は、東西南北それぞれに１基ずつの城門がある。
白壁の塀は、東・南・北面に築かれ、周囲を水堀が廻っ
ている。内部は、高須・本多・川合という家老挌藩士な
どの屋敷８軒と御長屋（藩主帰城時の御供の宿泊所）が
ある。約 100 年間の廃城（陣屋支配）期を経て、慶応
３年（1867）完成の「再築前橋城」は、ここを本丸と
し築かれた。
　（３）高浜曲輪（〔絵図５〕）
　高浜曲輪は、二の丸の北側に水堀を隔てて築かれ、酒
井弾正の屋敷があったので、「北の丸」や「弾正屋敷」
とも呼ばれた。北西と南東に隅櫓が１基ずつあるが、こ
のうち北西の隅櫓はこの後の利根川の洪水等により、城
内の建造物で最も早く崩壊し失われたと考えられる。
　（４）厩曲輪・鼠曲輪（〔絵図６〕）
　厩曲輪は、水堀を隔てて二の丸の南側にあった。南・東・
西側に白壁の塀を廻らし、北東と南東に小城門があった。
このうち、南東城門の内側に小規模な建物が描かれてい
る。

研究紀要33
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　鼠曲輪には、川合惣兵衛の屋敷と「御修覆賄小屋」が
あった。南側に門があり、門外の道は下条曲輪に続いて
いた。
　（５）下条曲輪（柿之宮曲輪）（〔絵図７・８・９〕）
　下条曲輪は、前橋城の最南部に位置し、３区域（西・東・
南側の小廓）に分かれている。このうち、南側小廓の南
面と「御塩焇蔵」東側に白壁の塀が築かれている。また、
南側小廓の東側と「御塩焇蔵」東側に城門が築かれてい
る。
　（６）高浜曲輪北側の酒井淡路屋敷・御前栽場（〔絵図
10〕）
　高浜曲輪と水堀を隔てた北側には、酒井淡路らの屋敷
と御前栽場（植栽や築山のある庭園）があった。しかし、
この後の利根川の洪水により、その多くが失われた。
　（７）三の丸北側の小曲輪（〔絵図 11〕）
　三の丸北門から続くこの小曲輪には、酒井兵庫、松下
七太夫らの屋敷があった。
　（８）土居曲輪（外曲輪）（〔絵図 12・13・14・15・
16〕）
　土居曲輪は、水堀を隔てて三の丸の北東側に位置する
最も広い曲輪である。よって、最も多くの藩士名・屋敷
面積が記され、本稿後掲の絵図画像の翻刻も５枚にわ
たっている。北東面に柳原口（門）、東面に嶋田曲輪に
出る門、南東面に比較的大きい車橋門などがある。
　白壁の塀について、北側は柳原口まで描かれている。
しかし、①柳原口東から嶋田曲輪へ出る城門との間、②
①の城門と南東面の隅櫓との間、③南東部の車橋門と南
面の水曲輪出口との間は、当初白壁が描かれた上に緑青
が塗られ、土塁に変えられた形跡がある（東側に損傷あ
り）。このようになぜ塗りかえられたのか、原因究明が
必要である。
　（９）水曲輪（加内曲輪）（〔絵図 16・17〕）
　水曲輪は、水堀を隔てて土居曲輪の北東側に位置し、
特に車橋門と水曲輪口（門）の間の小路両側には多くの
藩士屋敷がある。この曲輪南面の水曲輪門両側も土居曲
輪と同様に白壁が緑青に塗りかえられ、損傷がみられる。
　（10）嶋田曲輪、伯耆曲輪（〔絵図 17・18〕）
　嶋田曲輪は、水堀を隔てて加内曲輪の東側に位置する。
北側に坪呂岩口（門）、南側に大手門があり、１軒の屋
敷面積が比較的広い。この２門の両脇以外の白壁塀部分
も緑青色で塗られ、亀裂などの損傷がみられる。
　伯耆曲輪は、水堀を隔てて嶋田曲輪の南側に位置する。
藩士屋敷地と勘定所があり、北東部に大手口がある。
　（11）嶋田曲輪北側堀と広瀬川間、凡例・龍海院（〔絵
図 19・20・21〕）
　嶋田曲輪北側堀と「廣瀬川」の間にも、多数の藩士屋
敷が配されている。また、凡例は絵図の右下部分（南東
方向）に、龍海院は真下（南方向）に描かれている。

結びにかえて
　以上、龍海院「前橋城絵図」の記載情報について、概
略を記した。前橋市立図書館所蔵の作成年代が明らかな
寛文６年（1666）～享保２年（1717）の前橋城絵図は
６点ある。それらと比較して龍海院「前橋城絵図」は、
近似する１点を除いて文字・絵図情報量がはるかに多く、
色鮮やかである。
　今後の課題としては、第一に、龍海院に同時に寄贈さ
れ、その後前橋市立図書館に収蔵された数点の絵図との
比較・検証があげられる。特に、当該絵図と近似する「前
橋城図」（K サカイ -1-9）との比較・検証は早急に実施
したい。第二に、当館収蔵の全ての前橋城絵図について
整理し検証することである。第三に、当館や前橋市立図
書館に収蔵されている全ての前橋城絵図の統一的な整理
や編年作業である。第四に、当初白壁の塀が描かれた上
に、後に緑青で上塗りし塀を短くしている点の究明であ
る。第五に、県教委・前橋市教委・（公財）県埋蔵文化
財調査事業団などによるこれまでの考古学的成果との総
合的な検証である。これらの検証作業は、当該絵図の作
成年代の絞り込みや特定、その他の絵図の検証などが進
み、前橋城の研究は勿論、近世前橋藩の研究等に大きく
寄与するものと思われる。

【註】
1）「Ｐ 9902 №１」は県立文書館の請求番号と文書番号。
2）『前橋市史』第二巻（前橋市史編さん委員会、1973 年８月）

P1338 ～　第五章近世の城郭　第一節前橋城
3）『前橋市史』第三巻（前橋市史編さん委員会、1975 年 10 月）

P1147 ～　第 10 章家臣の住居　第一節家臣住居の配置　１酒井氏
時代

4）「文書館だより」第 50 号（群馬県立文書館、2013 年３月）
関口執筆表紙解説

5）平成 11 年（1999）４月 15 日、県立文書館の新井・佐藤による
調査・搬入時の記録。

6）前橋市立図書館所蔵の前橋城絵図のうち、分類番号が「K サカイ－
○－○」となっている計７点などがこれに該当すると思われる。

7）利根川の流路について、元禄 12 年（1699）・同 14 年・同 15 年・
宝永３年（1706）と立て続けに利根川の洪水が発生した。その後、
宝永・正徳期にかけて前橋藩は堤防や利根川流路変更工事を幕府に
申請したが、その際の絵図が何点か残されている。これらの絵図の
利根川流路は、当該絵図の流路と異なり、後の姿と考えられる。

8）藩校好古堂の位置について、同校は 18 世紀半ばの酒井氏姫路転封直
前期の絵図では、三の丸北側の堀を隔てた土居曲輪側の一角に描か
れている。記録では、元禄４年の同校創設時は三の丸にあったとさ
れるが、その後前記の場所に独立して建設された、とも考えられる。
また、絵図作成時には、三の丸のいずれかの建物内に同校が設けられ、
絵図には明記されなかった可能性もある。

《主な参考文献》
・『前橋市史』第二巻（前橋市史編さん委員会、1973 年）・『前橋市史』

第三巻（前橋市史編さん委員会、1975 年）
・『上州の諸藩（下）』（上毛新聞社、1982 年）
・『藩史大辞典　第２巻　関東編』（雄山閣出版、1989 年）
・『群馬県史』通史編４　近世１政治（群馬県、1990 年）
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